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いざく

５月２４日(日) 春季大運動会 開会式８時４０分～
２５日(月) 振替休日
２８日(木) プール掃除(５・６年)
２９日(金) 小中連携研修会(吹上中)

６月 １日(月) スケッチ大会週間～５日（金）
３日(水) 歯科検診（２・５・６年）

１０日(水) 授業参観・第１回学校保健委員会・水難救助法講習会
１１日(木) プール開き
１５日(月) 市教委学校訪問

７月 ３日(金) かめさん祭り・学級ＰＴＡ
８日(水) 水泳大会(中学年)
９日(木) 水泳大会(低学年)

１７日(金) １学期終業式
２３日(木) 市小学校水泳大会(吹上地域)

防 犯 教 室 の 実 施

『いかのおすし』 （いか）行かない・（の）乗らない
（お）大声でさけぶ・（す）すぐにげる・（し）知らせる

４月１５日(水)に，防犯教室(不審者侵入避難訓練&１１０番の
家へのかけこみ訓練)を実施しました。
「子ども１１０番の家」へ駆け込んだ想定

で，吹上郵便局の東局長さんと吹上温泉郵便
局の尾上局長さんに子どもへの不審者の特徴
聞き取りを，日置警察署の方々に身を守るた
めの心がけをお話いただきました。また，毎
朝，登校を見守り声かけをしてくださって
いる下村さん，馬場さん，櫻井さん，窪田
さん，濵村さん，スクールガードリーダー
の下野さんに感謝状の贈呈も行いました。
まだまだ不審者情報の絶えない昨今，子

どもたちの安全を守るため，学校・家庭・
地域が一体となっての指導・見守りをお願
いします。

ＰＴＡ奉仕作業 ～ご協力ありがとうございました～
５月１７日(日)に，ＰＴＡ奉仕作業が実施されました。
春季大運動会を間近に控え，保護者と児童，

職員で，約１時間半の作業を行いました。除
草により校内がきれいになりました。早朝か
らの奉仕作業に参加していただいた保護者の
皆様，事前の準備から当日までお世話してく
ださいました環境整備部の皆様に心より感謝
申し上げます。

交 通 安 全 教 室 の 実 施

４月２７日（月）に，交通安全教室を実施しました。
下学年は，道路の横断を，上学年は自転車の安全な乗り方を中

心に，県交通安全協会の方からご指導をいただきました。
全国・県内各地から，交通事故による悲しいニュースが後を絶

ちません。 本校にも，道路への飛び出し，自転車の危険な走行
等，危なかった！という情報が聞こえてきます。繰り返し，繰り
返し指導を行っていますが，効果を上げるには，家庭や地域の皆
様の繰り返しの注意が
不可欠です。子どもた
ちの笑顔を守り続ける
ためにご協力をよろし
くお願いいたします。

平成２７年度 伊作小ＰＴＡ活動のスタート

４月３０日（木）にＰＴＡ総会が行われ，今村 仁 会長を中心と
した新役員のもと，平成 27 年度の伊作小学校ＰＴＡ活動が始まり
ました。本部や専門部の役員・部長，１学
期の専門部活動計画等がＰＴＡ会報に掲載
されていますのでご覧ください。
保護者と教師がともに連携して充実した

活動となりますよう，ＰＴＡ会員の皆様一
人一人が自覚と責任をもって活動に積極的
な参加・ご協力をよろしくお願いします。

青色パトロール隊出発！（藤元地区）
５月１９日（火）藤元地区公民館前で出発式が行われました。地

区公民館長さんや吹上交番所長さんのお話の後，
白バイを先頭に初出発。高齢
者や子どもたちにとって，ま
た一つ頼もしい存在が増えま
した。これからよろしくお願
いいたします。
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